





　思春期はフランス語で «adolescence» もしくは «jeunesse» と表される。前者
の «adolescence» は男女とも「青年期」と括られ、第二次性徴期に若い男女の
身体がそれぞれ被る特徴的な変化から、おおむね男性は 14 歳から 20 歳、女
性では 12 歳から 18 歳とされる。それはヒトが身体的に、また社会において
「成人」するための長く、時には激しい「成熟」の準備期間である。この時期
の男性は «adolescent»、女性は «adolescente» ということになるが、それは総
称であって、個々の＜思春期の青年男女＞は、それぞれ «jeune garçon»«jeune 
































































































































































































































　ブリュージュ版の第 1 巻（1920）は 8 章のみである。その第 2 巻（1921）
も私家版だが、後の第 1 部第 9 章、第 10 章、そして第 2 部の第 1 章と第 2 章
がそこにまとめられた。これが『一粒の麦もし死なずば』の原型である。こ
れと並行して、『新フランス評論』に抜粋が、1920 年 2 月号から翌 1921 年 1
月号までほぼ毎号、飛んで 1924 年 1 月号に掲載された。つまり、一応の完成






ように、第 2 部で 1893 年から翌年にかけての北アフリカ旅行︵2︶ を回想しな
がら、みずからの同性愛を告白する（第 1 章）。そして、オスカー・ワイルド
およびその愛人とアルジェで過ごした日々を語って、ついに母の死（1895 年











の改訂版を 1924 年に準備していたが、これが NRF（ガリマール社の出版部）




























　回想録の進捗を『日記』に尋ねれば、同年 1916 年の 10 月に、ジッドは第
4 章を書き終えている。実際、第 4 章の終わり近くに、後述するように「1916
年執筆」（p. 156）という注記がある。この章の主題とは何だろうか。魂の救
済は回想において
4 4 4 4
どう書かれているのだろうか。

























































































































































































　第 2 部第 1 章冒頭で、旅を想起する前にジッドが書いた前置きは、「1919
年春に執筆」と注記されており（p. 268）、本論の次章で論じるある出来事が、
「僕の人生で最重要のもののひとつ」と仄めかされている。この前置きでは、
「1916 年執筆」とされた第 1 部第 4 章末に続いて、ふたたび「悪魔」（«le 
diable»）が回想録の書き手に呼び起こされる。だが、1919 年春の悪魔は、第























　ジッドは 1890 年 12 月に 21 歳の若さで『アンドレ・ワルテルの手記』を、
次いで『ユリアンの旅』（1893）を 23 歳で発表している。この 2 作に代表さ





















浩瀚な研究書『ジッドの円熟期』は、とりわけその第 1 部第 1 章「天国と地
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（1） André Gide, Souvenirs et voyages, Gallimard, Pléiade, 2011, p. 90　以下、『一粒の麦も




（3） ジッドが回想録のために準備した序文草稿の一節　Pléiade, p. 330
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（6） プレイヤッド新版の『日記』には 1887 年以降の記述が収録されている。ジッドの
日記については下記を参照した。Eric Marty, L’écriture du jour Le Journal d’André 
Gide, Seuil, 1985
2　なぜ＜思春期＞を語るのか
（1） Philippe Lejeune, Le pacte autobiographique, Seuil, 1975, p. 189
（2） 本文中に年代が明記され叙述も編年体である。«Quand en octobre 93, je m＇embarquai 





（4） Pléiade, p. 1097
（5） Journal, t. I, Pléiade, 1996, pp. 948-949
（6） 父の死は 1880 年 10 月 28 日。発作については、«peu après la mort de mon père» 
p. 166 とあり、「僕は 11 歳だったはずだ」と書かれている。記憶に頼って書くス
タイルが維持されている。
（7） 「1881 年、12 歳」と明記される。«Cette année 1881, ma douzième, ma mère, qui s＇
inquiétait un peu du désordre de mes études et de mon désœuvrement à la Roque, ﬁt venir 
29アンドレ・ジッド『一粒の麦もし死なずば』における／による魂の救済をめぐって
un précepteur.» p. 145
（8） 転入早々、級友たちに囲まれた少年は、「お前はカトリックか、プロテスタントの




2 部のアルジェリア旅行も含むと考える。Pléiade, pp. 1105-1106
（11） Pléiade, p. 1097 Madeleine Rondeaux（1867-1938）は、ジッドの母ジュリエットの
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最後の審判図などがある。
3　ふたたび悪魔が
（1） 『一粒の麦もし死なずば』の章立てから、この回想録が、第 1 部第 4 章末尾で示さ
れた少年を狙う「悪魔」と取りなしを行う「天使」の対立を、第 8 章の著作によっ
て解消させるドラマには還元できないことが分かる。ブリュージュ版ですでに第









ついて考えるなら、第 2 部の「悪魔」は第 1 部 8 章までのそれとは、少なくとも
語り手に対する脅威の質を異にしている。
（2） これは本論第 4 節で触れる 1883 年初頭の出来事（p. 161）。アンドレは母、女中
マリー、アンナ・シャクルトンと、南仏で冬を過ごすことになった。
（3） Si le grain ne meurt, Pléiade, pp.165-166, p. 207　この語について論じたロラン・バ
30
ルトの論文（1942）を解題した堀畑正樹氏は、バルトに導かれてジッドの『日記』
1906 年 4 月 9 日の記述に至った。「バルトの「アンドレ・ジッドとその日記に関
する覚書」を読む」『名城論叢』2016 年 11 月、pp. 85-113
（4） ジャン・ドレ『ジイドの青春 1』吉倉範光・尾崎和郎訳、みすず書房、1960 年、
p. 192
（5） 回想録第 1 部第 7 章は冒頭に 1884 年と記され、パリに戻った少年がアルザス校へ
の復帰を試みるが「とても耐え難い頭痛」（p. 204）のせいで通学を諦め、リ
シャール先生（現実にはバウエル Bauer 先生）の寄宿生となった経緯が語られる。
また、この年の 5 月 14 日に後述する母の家庭教師だったアンナ・シャクルトンが
没しているが、それが語られるのは第 9 章である。












（3） Jean Delay, La Jeunesse d’André Gide, I, Gallimard, 1956, p. 92
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テルの手記』を読んだ直後である。Martin, op.cit., p. 34




終に母も自分も立ち会えなかったのを「悲しんでいる（«je fus extrêmement 
affecté»）」ものの、アンナは自作の中で不滅となる、とも解せる。だが、そうな
らジッドの＜思春期＞小説は、女性に対してあまりに酷薄ではないだろうか。
